
■あずま袋ってなに？

江戸時代、西洋のかばんに憧れた庶民が、風呂敷や手
ぬぐいを縫い合わせてかばん代わりにしたのが「あず
ま袋」の始まりとされています。

「あずま（東）」とは京都から見た江戸のこと。この
袋が京都に渡った時に、あずまの人の知恵が詰まった
袋として「あずま袋」と呼ばれるようになりました。

メニュー
①マチなしあずま袋 難易度 ★ 所要時間30～60分
②マチありあずま袋 難易度★★ 所要時間40～70分
お好きなほうをお選びください。
もっと短時間で終わらせたい!という方は…布端の処理を
しなければ、さらに早く作ることができます!

お問い合わせ：045-263-3055
公益財団法人横浜市芸術文化振興財団 横浜能楽堂

〒220-0012 横浜市西区みなとみらい2-2-1
ランドマークプラザ5階 営業時間 11:00～20:00

1枚のてぬぐいからあずま袋を作ろう

イベントの

お知らせ

江戸時代の知恵から生まれたエコバッグ

日時 ：2024年9月22日（日）13:00～17:00（16:00受付終了）

場所 ：OTABISHO 横浜能楽堂

申し込み：随時受付、予約不要。  お好きな時間にお越しください。

参加費 ：てぬぐい代（1枚1,320円～1,650円程度）

材料 ：OTABISHO 横浜能楽堂でてぬぐいをご購入ください。

              裁縫用具は用意してあります。

その他 ：ご参加いただいた方には作り方の手順書と

ショップ5％OFF券（書籍・菓子は除く）をプレゼント。

③

OTABISHO 横浜能楽堂で
お好きなてぬぐいをご購入
いただきます。

（

テーブルまたは小上がり、好きな場所で
製作スタート。手順書をお渡しします。

作業に疲れたら、
OTABISHO 横浜能楽堂の展示を
お楽しみください。

完成！ 出来上がったものは
そのままお持ち帰りいただけます。

①

②

④

わからないところは
スタッフがサポートします。

ランドマークプラザ５階
OTABISHO 横浜能楽堂

OTABISHO 横浜能楽堂オリジナルてぬぐい
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